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実需者ニーズに即した高品質付与試験(平成22年度/県単) 渡遺長生・尾出紀夫

目的

現在，本県では全雌三倍体ニジマス(商標・ヤシオマ

ス)のブランド化に取り絡んでいる。

消費者はヤシオマスに対しサーモンピンクの肉色を求

める傾向が強いため，生産者はキサン卜フィル類を添加

した飼料の投与によりヤシオマスの肉色を誘導している。

ブランド化を図るためには規格の統ーが重要であるが，

養魚場によって色の濃さ，色識が異なる現状にある。そ

ニーと， ごとに急陽げ方法と色揚げの達成程度につ

いて調査を行った。

材料および方法

生産者情報 各生産者が使用している飼料，色掲げ開

始時期，サンプリング11寺WJを表 lに示した。

採材および色彩測定 色揚げ開始より 1~6 か月後に 5

尾ずつのサンプリングを行い，背びれ高ij縁部の肉色を色

を用いて計iJ!iJした。

表 1 養魚場情報

サンプリング時期(色掲げ期間)
養魚場名 使用飼料 濁始持期黒姶時体重 lか丹 2か丹 3か員 4か月 5か月 6か月

A養魚場 E社製銀B 4完158 800g O O 
B養魚場 F社製銭料 5丹158 300g O O O 
E養魚寝 FtI裂飼料 9月15日 500g O O O 
G養祭場 G社製館料 9月24日 200g O O 
D養魚場 H社製鈎斡 11完248 1，500g 0 O 

結果および考察

千手養魚湯における色調の推移を悶 lに示した。各養fXl

J;号とも色拐げ飼料の給餌が長期間になるほど， a 1政(赤み)

が増加した。しかし，出荷時の色掲げ達成禄度は H20

I支の誠査で得た消費者に好まれるヤシオマスの肉色 (L:

35.6， a: 13.9， b: 13.7) には，すべての養魚、場において

やや及ばなかった。この結果から，消費者に好まれる色

合いを実現するためには，より長期間の色揚げが必要で

あることがわかった。

B 養f治、場では夏WJ と冬期で、の~:j易げ状況の比較を行っ

た。その結果，冬期は夏期に比べ色が揚がりにくかった。

B養魚場で、は冬期に7ki昆が約20Cまでドがり，摂簡が不活

発となる。このため，給餌註，すなわちキサントフィル

類の投与量が減少し，色揚げの速度が減退するものと推

察された。

養魚場開あるいは季節問の水温差を解消することは不

可能であり，県内の養魚、場が立地条件や季節にかかわら

ず共通して利用可能な色場げ用飼育マニュアルの作成は

できないものと考えられた。今後は，消費者に好まれる

ヤシオマスの肉色を共通目標として，各養si1場それぞれ

が自らの育成条件や出荷計爾に適合する色揚げ期間を把

握することが重要である。
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図 1 A養魚場における色揚げ結果
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図2 B養魚、場における色揚げ結果(夏期)
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図3 B養魚場における色揚げ結果(冬期)
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思4 C養魚場における色揚げ結果
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函5 D養魚場における急措げ結果

(水産技術部)
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実籍者ニーズに却した高品質付与試験 (p41-42)

ヤシオマスにはサケの仲間特有のサーモンピンクの肉色が

求められています。いつでも同じ肉色のヤシオマスを供給でき

るよう，各養;魚場ーにおける色揚げ状況を調査しました。各養;魚

湯ともに，今部誠査した給額期間以上給餌しないと消費者に好

まれる肉色には到逮しなし、ことがわかりました。また笈期と冬

期に色揚げ状況を調査した B養;魚場においては，水滋の低下

する冬期には授簡が不活発となり，色が携がりにくくなること

がわかりました。各養魚場それぞれが自らに適合する色揚げ期

間を把握することが重要です。
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